
 

【専門看護師教育課程 （３８単位）】 

共通科目Ａ照合表 

 

基準の科目名 大学院の該当科目 その科目の内容 

単位 

履修 

単位 

認定 

単位 

看護教育論 看護教育学特論 

看護ケアの質を高めるために必要な教育の

原理とその機能を理解し、専門看護師とし

て教育的働きかけができる能力を修得す

る。また、教育環境の整備、継続教育や生

涯教育についても学びを深める。 

2 2 

看護管理論 看護管理学特論 

看護管理におけるマネジメント、リーダー

シップ、調整機能、スタッフ教育や意思決

定などについて理論と実践から学び、看護

実践における分析の視点、問題解決能力を

養い、実践に必要な能力を修得する。 

2 2 

看 護 研 究  看護研究方法論 

看護活動を効果的に展開するのに必要な看

護技術の向上や開発を図るために、研究プ

ロセスを理解し、看護実践における研究活

動に必要な基礎的研究能力を修得する。 

2 2 

ｺ ﾝ ｻ ﾙ ﾃ ｰ ｼ ｮ ﾝ論 ｺ ﾝ ｻ ﾙ ﾃ ｰ ｼ ｮ ﾝ論 

専門看護師としての役割遂行に必要な能力

を深めるため、コンサルテーションの基本

的概念とプロセスを理解し、コンサルタン

トとしての技術を養い、実践に必要な能力

を修得する。 

2 2 

 
認定合計単位 

8単位 

 

 

共通科目Ｂ照合表 

 

基準の科目名 大学院の該当科目 その科目の内容 

単位 

履修 

単位 

認定 

単位 

臨床薬理学  臨 床 薬 理 学 

対象の健康問題に応じた薬物治療が効果的

かつ安全に行われるために、薬物の生体に対

する生理学的、生化学的な影響、作用メカニ

ズム、薬物動態について理解し、薬物療法の

継続に必要な知識と技術を修得する。 

2 2 

フ ィ ジ カ ル  

ア セ ス メ ン ト 

フ ィ ジ カ ル 

ア セ ス メ ン ト  

複雑な健康問題を抱える対象の身体・精神状

況を包括的に査定するために必要なフィジ

カルアセスメントの概念を理解する。 

また、フィジカルイグザミネーションの技法

を修得し対象の身体所見について解釈、アセ

スメントし臨床判断ができる能力を養う。 

2 2 

病態生理学  病 態 生 理 学 

身体の生理学的メカニズムを理解し、疾病の

成因、症状および診断・治療についての知識

を深め、対象の病態生理学的変化の解釈、判

断に必要な技術を修得する。 

2 2 

 
履修合計単位 

6単位 

 



看護教育学特論（共通科目） 

２単位：３０時間（春学期） 

科目責任者 中島 恵美子（本学教授） 

 

1. 教育目的： 教育的機能の基本を理解し、専門看護師としての役割遂行に必要な教育 

原理と技能を学び、看護ケア向上に活用できる能力を修得する。 

 

2. 教育目標：1)教育的機能の原理を学ぶ。 

2)専門看護師に必要とされる教育的機能を理解し、実践で活用できる方法を

学ぶ。 

3)専門看護師の能力向上に必要とされる継続教育の実際について学ぶ。 

 

3. 教育内容： 

① ガイダンス  看護教育学総論  

② 看護基礎教育と継続教育の概要と展望 

③ 看護教育における教育評価  

④ 患者教育における指導と評価 

⑤ 専門看護師の教育的機能の理論と実際  

⑥ 専門看護師育成プログラムと教育的機能 

⑦ がん看護専門看護師の役割機能とその実際 

⑧ クリティカルケア看護専門看護師の役割機能とその実際 

⑨ 精神看護専門看護師の役割機能とその実際  

⑩ 専門看護師の継続教育の実際 

⑪ 専門看護師の継続教育とその課題  

⑫ 看護実践におけるスタッフ教育(1) 

⑬ 看護実践におけるスタッフ教育(2) 

⑭ 看護ケア向上のための能力開発(エンパワメントと看護教育) 

⑮ 看護ケア向上のための能力開発(ケアリングと看護教育) 

 

4. 教育の進め方： 

講義、学生のプレゼンテーションで行う。 

初回の講義において進め方、課題について具体的に説明する。 

(1)講義：①②③⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪ 

(2)プレゼンテーション：④⑫⑬⑭⑮ 

 

5. 成績評価方法：プレゼンテーション(40％)、課題レポート(60％) 

 

 

 

 



看護管理学特論（共通科目） 

２単位：３０時間（春学期） 

科目責任者 佐藤 澄子（本学非常勤講師） 

 

1. 教育目的：我が国の医療制度、政策について理解を深め、看護管理上の課題を明らかに

する。さらに、看護管理に関する理論や技術を体系的に学び、看護管理実践

における意思決定と問題の特定・課題解決能力を養い、看護管理における実

践能力を修得する。また、組織内におけるリーダーシップや調整機能、キャ

リア開発、人的資源管理などについて、理論と実際から学ぶ。 

 

2. 教育目標：1)看護管理における機能、責務について理解できる。 

2)看護管理に関する臨床実践能力を養うことができる。 

3)医療・看護の場における最適な看護管理のあり方を考察できる。 

 

3. 教育内容： 

① ガイダンス 看護管理学総論 

② 看護管理における人材育成とキャリア開発  

③ 組織における意思決定とマネジメント(1) 

④ 組織における意思決定とマネジメント(2) 

⑤ 組織におけるリーダーシップ行動とマネジメント能力の開発(理論と実際 1)  
⑥ 組織におけるリーダーシップ行動とマネジメント能力の開発(理論と実際 2) 
⑦ 医療の質と看護サービスの質評価と改善  
⑧ 看護管理に影響を及ぼす法令と政策(1) 

⑨ 看護管理に影響を及ぼす法令と政策(2) 

⑩ 病院における医療安全管理とリスクマネジメント(1)  

⑪ 病院における医療安全管理とリスクマネジメント(2)  

⑫ 看護管理実践における諸理論と人的資源管理(1)  

⑬ 看護管理実践における諸理論と人的資源管理(2)  

⑭ 看護管理実践過程における課題解決方法(1)  

⑮ 看護管理実践過程における課題解決方法(2)  

 

4. 教育の進め方： 

講義、学生のプレゼンテーションで進行する。 

初回の講義において進め方、課題について具体的に説明する。 

(1)講義：①②⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪ 

(2)プレゼンテーション：③④⑫⑬⑭⑮ 

 

5. 成績評価方法：プレゼンテーション(40％)、課題レポート(60％) 

 

 



看護研究方法論（共通科目） 

２単位：３０時間（春学期） 

科目責任者 大木 幸子（本学教授） 

 

1. 教育目的：科学的根拠に基づいた看護実践を展開する上で必要な一連の研究過程を展開        

するための基礎的な能力を修得する。 

 

2. 教育目標:1)看護実践における問題意識から研究課題を導くことが理解できる。 

2)研究課題から研究目的と方法が理解できる。 

3)研究論文のクリティークを行うことができる。 

4)研究成果の活用方法が理解できる。 

 

3. 教育内容: 

① ガイダンス 看護研究の意義と役割 

② 文献検索演習 

③ 研究課題の決定と位置づけの検討、論文クリティーク 

④ 量的研究方法の概要(1) 

⑤ 量的研究方法の概要(2) 

⑥ 量的研究における測定方法の計画 

⑦ 量的研究におけるデータ分析(1) 

⑧ 量的研究におけるデータ分析(2) 

⑨ 量的研究におけるデータ分析(3) 

⑩ 量的研究における論文クリティーク 

⑪ 質的研究方法の基本的考え方 

⑫ 質的研究方法の概要(1) 

⑬ 質的研究方法の概要(2) 

⑭ 質的研究における論文クリティーク 

⑮ 研究成果の臨床への応用 

 

4. 教育の進め方: 

   講義、学生のプレゼンテーションを中心に行う。 

初回の講義において進め方、課題等について具体的に説明する。 

(1) 講義:①③④⑤⑥⑪⑮ 

  (2)文献検索演習：② 

 (3)プレゼンテーション:⑦⑧⑨⑩⑫⑬⑭ 

 

5. 成績評価方法: 

プレゼンテーション(40％)、課題レポート(60％) 

 

 



コンサルテーション論（共通科目） 

２単位：３０時間（秋学期） 

科目責任者 浅沼 奈美（本学教授） 

 

1. 教育目的：看護教育学特論において学んだ専門看護師としての役割遂行に必要な能力を

さらに深めることを目的に、本科目では主としてコンサルテーションの基本

概念を学び、専門看護師としてコンサルテーションの実践に必要な能力を修

得する。 

 

2. 教育目標：1)講義や事例分析などからコンサルトとしての技術を養うことができる。 

2)コンサルテーションの現状と課題を明らかにすることができる。 

 

3. 教育内容： 

① コンサルテーションの基本概念 
② コンサルテーションの役割機能とプロセス 
③ コンサルテーションと専門看護師の役割（１） 
④ コンサルテーションと専門看護師の役割（２） 
⑤ 専門看護師によるコンサルテーションの実際（１） 
⑥ 専門看護師によるコンサルテーションの実際（２） 
⑦ 看護組織におけるコンサルテーション（１）   
⑧ 多職種チームとコンサルテーション （２）   
⑨ コンサルテーションの実際‐ロールプレイ（１）  
⑩ コンサルテーションの実際‐ロールプレイ（２）  
⑪ コンサルテーションの実際‐事例分析（１） 
⑫ コンサルテーションの実際‐事例分析（２） 
⑬ コンサルテーションの実際‐事例分析（３） 
⑭ コンサルテーションの実際‐事例分析（４） 
⑮ 専門看護師によるコンサルテーションの現状と課題 まとめ 
 

4. 教育の進め方： 

学生のプレゼンテーション、ロールプレイを中心とし、講義を入れながら行う。 

初回の講義において進め方、課題について具体的に説明する。 

 

5. 成績評価方法：プレゼンテーション(40％)、課題レポート(60％) 

 

 

 

 

 

 



フィジカルアセスメント（共通科目） 

２単位：６０時間（春学期） 

科目責任者 加賀谷 聡子（本学教授） 

 

1. 教育目的：複雑な健康問題を抱える対象の身体・精神状況を包括的に査定するために必

要なフィジカルアセスメントの知識と技術を修得する。 

 

2. 教育目標：1)フィジカルアセスメントの概念を理解しその意義が説明できる。 

2)フィジカルイグザミネーションの技法を習得し、対象の症状、身体所見の

正常・異常について識別し解釈できる。 

3)対象者の健康問題が日常生活に与える影響をアセスメントし臨床判断が 

できる。 

4)アセスメントの結果を看護支援の根拠および効果測定・評価の指針にでき 

る。  

3. 教育内容： 

①② ガイダンス フィジカルアセスメントとは 

ヘルスヒストリーの構成要素と問診・インタビュー 

③④ 精神機能のアセスメント 

⑤⑥ 呼吸器系のフィジカルアセスメント 

⑦⑧ 呼吸器系のフィジカルイグザミネーションの実際 

⑨⑩ 循環器系のフィジカルアセスメント 

⑪⑫ 循環器系のフィジカルイグザミネーションの実際 

⑬⑭ 消化器系のフィジカルアセスメント 

⑮⑯ 消化器系のフィジカルイグザミネーションの実際 

⑰⑱ 腎・泌尿器系・女性生殖器のフィジカルアセスメント 

⑲⑳ 腎・泌尿器系・女性生殖器のフィジカルイグザミネーションの実際 

㉑㉒ 感覚器系のフィジカルアセスメント 

㉓㉔ 感覚器系のフィジカルイグザミネーションの実際 

㉕㉖ 中枢神経系のフィジカルアセスメント 

㉗㉘ 中枢神経系のフィジカルイグザミネーションの実際 

㉙㉚ フィジカルアセスメントの統合(臨床所見と統合的臨床判断の実際まとめ) 

 

4. 教育の進め方：呼吸器系、循環器系、消化器系、中枢神経系、感覚器系、運動系におけ 

るフィジカルアセスメントの方法について講義とシミュレータ機器を活用した技術 

演習を行う。初回の講義において進め方について説明する。 

     (1)講義:①③⑤⑥⑨⑩⑬⑭⑮⑰⑱㉑㉒㉕㉖ 

      (2)演習：④⑦⑧⑪⑫⑮⑯⑲⑳㉓㉔㉗㉘ 

     (3)プレゼンテーション:②㉙㉚ 

 

5. 成績評価方法：プレゼンテーション(40％)、課題レポート(60％) 



病態生理学（共通科目） 

２単位：３０時間（春学期） 

科目責任者 岩楯 桜子（本学教授） 

 

1. 教育目的：身体の生理学的メカニズムを理解したうえで、疾病の成因、症状および診断・

治療についての知識を深め、対象の病態生理学的変化の解釈、判断に必要な

技術を修得する。 

 

2. 教育目標：1)各組織の生理学的変化の機能・構造とその病理学的現象とを関連付けて説

明できる。 

2)機能異常をきたした疾患の病態生理学的変化を理解し、判断することがで

きる。 

3)診断に必要な検査について理解し、対象に必要な支援につなげることがで

きる。 

3. 教育内容： 

①② ガイダンス 病態生理学総論  

③④ 呼吸障害の発症のメカニズム 

⑤⑥ 循環障害の発症のメカニズム  

⑦⑧ 消化・吸収機能障害の発症のメカニズム 

⑨⑩ 内分泌・代謝機能障害の発症のメカニズム  

⑪⑫ 脳・神経機能障害の発症のメカニズム 

⑬  腎機能障害の発症のメカニズム  

⑭  感覚器障害の発症のメカニズム 

⑮  専門看護師に必要とされる病態生理学の知識と判断 まとめ 

 

4. 教育の進め方： 

   講義を中心として進めるが、必要に応じ学生によるプレゼンテーション並びに 

グループワークを行う。初回の講義において進め方、課題について具体的に説明す

る。 

   講義：①～⑭ 

   プレゼンテーション：⑮ 

 

5. 成績評価方法：プレゼンテーション(40％)、課題レポート(60％) 



臨床薬理学（共通科目） 

２単位：３０時間（春学期） 

科目責任者 西村 伸大（本学准教授） 

 

1. 教育目的：薬物治療が効果的かつ安全におこなわれるためには、薬物の薬力学 (生体内 

での生理学的、生化学的な影響、作用メカニズム、薬物濃度と作用) および 

体内動態 (吸収、分布、代謝、排泄) について理解することが重要である。

そのために必要な知識と技術を教授する。 

 

2. 教育目標：1)薬物の体内動態、薬物の薬力学が理解できる。 

2)病態に応じた薬物治療について理解することができる。 

3)対象が薬物療法を効果的に継続するための支援のあり方を理解する。 

 

3. 教育内容 

① ガイダンス 臨床薬理学総論 (1)  

② 臨床薬理学総論 (2) 

③ 薬物の相互作用 

④ 薬物の体内動態 (吸収、分布、代謝、排泄) 

⑤ 中枢神経作用薬 (1) 

⑥ 中枢神経作用薬 (2) 

⑦ 末梢神経作用薬 (1) 

⑧ 末梢神経作用薬 (2) 

⑨ 末梢神経作用薬 (3) 

⑩ 末梢神経作用薬 (4) 

⑪ 消化管機能調整薬 

⑫ 内分泌・代謝系作用薬 

⑬ 抗悪性腫瘍薬 (1) 

⑭ 抗悪性腫瘍薬 (2) 

⑮ 薬物療法を受ける患者への薬物管理と生活調整の支援、まとめ 

 

4. 教育の進め方： 

     講義を中心として進めるが、必要に応じ学生によるプレゼンテーション並びに 

グループワークを行う。初回の講義において進め方、課題について具体的に説明する。 

   講義：①～⑭ 

  プレゼンテーション：⑮ 

 

5. 成績評価方法：プレゼンテーション(40％)、課題レポート(60％) 
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